
ご参考用：
本製品は販売終了につき、参考技術資料としてご提供いたしますので、予めご了承ください。













E
P
O
 
2
0
0
0
S
/
2
0
0
0
X

●　

安
全
に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に　

●

0-1

製品や本文中のこの表示

は、機器の取り扱いに際し

てお客様の生命や身体に

危険が及ぶおそれがある

場合に、その危険を避ける

ための情報を示します。

製品や本文中のこの表示

は、EPO 2000S/2000Xの損

傷を避けるための情報を

示します。

製品のこの表示は、この取扱説明書を参照した上でご使用いただ

く必要がある操作部や機能について示します。

EPO 2000S/2000Xを安全にご使用いただくために、下記の注意事項をお

守りください。これらの注意事項に反したご使用により生じた損害につい

ては、当社はその責任および保証を負いません。

この取扱説明書には、EPO 2000S/2000Xを安全に操作・使用いただくための内容が記載

されています。

ご使用に当たってはこの取扱説明書を必ず最初にお読みください。不明の点があればこ

の取扱説明書を参照していただけるよう、大切に保存してください。

この取扱説明書の記載およびEPO 2000S/2000Xの「警告」、「注意」表示の内容は、重大

な事故に結び付く危険を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
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・ EPO 2000S/2000Xが振動や衝撃を受けて破損した場合などには､安全

保護のための機能が失われているおそれがあります｡そのままの状態で

すぐに当社または販売店までご連絡ください｡

・カバーは絶対に取り外さないようにしてください｡内部の修理､点検､

調整は行わないでください｡

・内部の改造は絶対に行わないでください｡故障や事故の原因になること

があります｡

・ EPO 2000S/2000Xの質量(1台当たり約25kg)に十分に耐えられる､傾

斜や振動のない平らで丈夫な場所に設置してください｡
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・屋外や直射日光のあたる場所 ・風通しが悪く狭いところ

・湿気が多く結露しやすいところ

・腐食性､爆発性､引火性ガスのあるところ

・ほこりやちりの多いところ

・火気や水気のあるところ
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･ 電源入力コードには､付属のものを使用

してください｡やむを得ず他の電源コー

ドを使用する場合は､同等の電気的･機

械的性能を持ったものを使用してくだ

さい｡

･ 電源入力の接続の際は、必ず配電盤の

電源を遮断してください｡

・出力の接続の際は、必ずEPO 2000S/

2000Xの電源スイッチをオフにしてく

ださい｡

・ EPO 2000S/2000Xの保護接地端子は必

ず第3種以上の接地に､確実に接続して

ください｡

・電源入力部にラインフィルタを内蔵し

ているため､接地をしない状態でシャー

シに触れないでください｡

・入出力などのコード類が不用意に外れ

ないよう､ねじの締め付けやコネクタ類

の接続は確実に行ってください｡また、

踏まれたり引っ張られないよう引き回

しにご配慮ください｡

･ EPO 2000S/2000Xの排気口には､人が直

接触れないようご注意ください｡

･ 結露が発生した場合は､結露がなくなっ

てから電源を接続してください｡

･ 保護接地端子には、接地線以外を接続

しないでください｡

･ EPO 2000S/2000Xの内部には異物や液

体を絶対に入れないでください｡

･ 入出力部の配線は､接続コードの導電部

が隠れるよう確実に行ってください｡
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・周囲温度､湿度は定格範囲内でお使いく

ださい｡

動作時  0～ 40℃ 10～90%RH

保存時 -10～ 50℃ 10～90%RH

性能保証 5～35℃ 50±10%RH

（結露しないこと）

・ EPO 2000S/2000Xの電源は､定格範囲内

(単相交流電源 48～62Hz 170～250V)

でご使用ください｡

・強制空冷を妨げないよう､フロント部･

リア部は壁などから50cm以上離して設

置し､空気の流通を確保してください｡

・ 1台当たりの消費電力は最大約2800VA

です｡したがって電源電圧が170Vの場

合､入力電流は約16.5Aになります｡十

分に余裕のある電源に接続してくださ

い｡
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製品や本文中のこの表示は、機器の取り扱いに際してお客様の生命や

身体に危険が及ぶおそれがある場合に、その危険を避けるための情報

を示します。

製品や本文中のこの表示は、EPO 2000S/2000Xの損傷を避けるための

情報を示します。

間違いやすい操作などについての説明です。

知っていて便利な機能のご紹介です。

●　

こ
の
取
扱
説
明
書
で
使
用
す
る
表
現
に
つ
い
て　

●
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※ ダイヤルを合わせるか、外部テンキー（オプション）から数値を入力するだけで、出

力する電圧値 　（交流：0～300V／直流：0～424V）や周波数（5～500Hz）を簡単

に設定できます。

 　

※ 負荷の電流が変動しても、いつでもひずみ

が少ない、ほぼ一定の電圧を供給します。 　

（出力電圧安定度：対負荷変動　0.1%（typ）

以下）

※ 電源電圧の許容範囲が広く（170V～250V）、

瞬時停電に対する耐量が高い（最大耐久時

間20ms(typ)）ため、条件の悪い電源環境で

も、安定な出力を供給します。

1-1
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効率は最大で約76% にまで向上しました。定格出力（2kVA）時の内部損失は、従来製品

（当社P-STATION/ シリーズ［Q］）に比べ、１／３程度（約600W）に低減しました。

質量は約 25kg で、従来製品の約１／２です。軽量化により、持ち運びや輸送が容易に

なりました。

　

短時間であれば、定格電流に対して実効値で2.8 倍、ピーク値では 4 倍まで流せます。

例えば、起動時にラッシュ電流が発生する電動機などに使用できます。

　

出力をオンにするときの交流電圧位相を、0°から270°まで、90°ステップで設定で

きるので、負荷に流れるラッシュ電流の様子を、条件を変えて観測できます。また「ピー

ク電流保持機能」により、そのとき流れた電流の最大ピーク値を測定できます。

　

交流出力同様、電圧値（0 ～ 424V）を簡単に設定できます。DC ／ DC コンバータの試験

などに使用できます。

EPO 2000X をシステムケーブル（オプション）でつなぐだけで、容量増設や三相、単

相三線電源を簡単に実現できます。ケーブルを外すだけで、再び独立した2kVA 単相電源

に戻せるので、頻繁にシステムを変えたいときも面倒がありません。

　

計測器用の標準インタフェースである GPIB、パーソナルコンピュータに一般的に装備

されている RS-232 の２種類を標準で備えています。

1-2
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　高効率システム電源　EPO 2000S（EPO 2000X）本体

　 電源コード（3.5mm2　ビニル絶縁ケーブル　３ｍ） 計３本

　 「EPO 2000S/EPO 2000X」取扱説明書　（本書です） １冊

　 入出力配線用マイナスドライバ １本

以上のものが不足していれば、当社または販売店までご連絡ください。

1-3



各部のなまえ

■ この章では、EPO 2000S/2000Xの各部のなまえ

について説明します。
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1 - 1 0 0 . 0 V 5 0 . 0 H z

　　　　　

I N P U T
LINE OUTPUT
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設置と接続について

■この章では、使用するための準備として、設置に当

たっての注意事項と、電源を接続して使用できる状態

にするまでの注意事項について説明します。
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安全のため、下記の条件に合った電源環境で、ご使用ください。

○ 定格範囲内（単相交流電源　48Hz～62Hz　170V～250V）でご使用ください。

○ 1台当たりの消費電力は約2.8kVAです。電源電圧が170Vの場合、入力電流は最大

で約16.5Aになります。電源容量に十分余裕があることをご確認ください。

○ 電源の接続には、付属の電源ケーブルか同等以上の太さのものをご使用ください。

○ 電源ケーブルが不用意に端子から外れたり、ゆるんだりすることがないよう、ねじ

の締め付けやケーブル類の引き回しに、十分ご配慮ください。
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感電の危険を避けるため、保護接地端子　 　は必ず第3種以上の接地に確実に接続

してください。

電源入力部にラインフィルタを使用しているため、接地をしていない状態でシャーシに触

れると感電します。

電源を接続する前に、必ず保護接地端子を接続してください。



E
P
O
 
2
0
0
0
S
/
2
0
0
0
X

●　

３
．
設
置
と
接
続
に
つ
い
て　

●

3-3

感電の危険を避けるため、接続の前に必ず配電盤の電源供給を遮断してください。保護接

地端子は必ず、確実に接続してください。

感電の危険を避けるため、接続の前に必ず配電盤の電源供給を遮断してください。

リア部の電源入力端子に付属の電源ケーブルを使用して、配電盤から200V電源を配線し

ます。 電源入力端子には、　L、　N、　 　の表示があります。電源の一方が接地されてい

るような配電盤に接続する場合は、Nを接地側極に、Lを非接地側極に、それぞれ接続して

ください。単相三線構成の配電盤に接続する場合は、中性相（接地極）は使用せず、第1相

と第2相の間の200Vを接続してください。保護接地端子も必ず接続してください。

出力は電源入力から絶縁されています。

出力の Hi、 Lo どちらもシャーシから絶縁されています。Lo端子は、シャーシに接続

して使用することもできます。

EPO 2000S/2000Xの内部回路は、設定電圧に対して出力端子の電圧を一定に保つよう制御

しています。このため、負荷端でのロードレギュレーションは、負荷までの配線のインピー

ダンスの影響を受けます。

出力端子から負荷までの配線は不必要に長くせず、端子はゆるみがないように確実に接続

してください。出力ケーブルは、最低でも公称断面積3.5mm2程度のものを使用してください。

安全のため、EPO 2000S/2000Xの電源を切ってから、出力を接続してください。
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端子には、3.5mm2から8mm2までのより線、または単線を接続できます。

端末処理は行わず、端子に直接挿入してください。ただし、より線の場合、一部が端子

からはみ出さないよう、ご注意ください。適正な締め付けトルクは1.8[N･m]（約18[kgf･

cm]）です。

結線の手順

（１）絶縁被覆を11mmだけ取り除きます。

（２）付属のドライバで端子のねじをゆるめ、ケーブル挿入口を最大に開きます。

（３）ケーブルの芯線を差し込みます。

（４）付属のドライバでねじを締めます。

ねじのみぞを壊さず、確実に固定するため、配線用ドライバは付属のものをご使用ください。

● ねじの金属部は端子と絶縁されていません。感電の危険を避けるため、接続を行う前に、必

ず電源をオフにしてください。

● 端子に差し込むケーブルは1本だけにしてください。2本以上差し込むと、ケーブルを引っ

張ったときに抜けやすく、危険です。

● より線を使用する際は、銅線のまま、直接挿入してください。特に、はんだ付けによる端末

処理を行うと、接触部が異常発熱し、ケーブルや端子が焼損するおそれがあります。
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使用ケーブルと許容電流の関係は、下記の資料を参考にして、適切に選択してください。
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EPO 2000S/2000Xを1台だけで使用する場合は、下記の図のように接続してください。

I N P U T
LINE OUTPUT2 5

感電や故障を防ぐため、特に電源入力側はクランパを使用して、コードを固定し、不用意

に外れることがないようにしてください。
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感電や故障を防ぐため、特に電源入力側はクランパを使用して、コードを固定し、不用意

に外れることがないようにしてください。

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

　組み合せる際各製品のシステムプログラムのバージョンが異なる場合、バージョン番号が大

きい方をマスタ器としてご使用ください。バージョン番号の確認は、電源投入時にフロントパ

　ネルのディスプレイに表示されます。
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電源入力ユニットや出力並列ユニットを利用する接続方法

「電源入力ユニット」（オプション）を使用すれば、単相200Vを一括受電し、3台までの本

体に対して供給することができます。

「出力並列ユニット」（オプション）を使用すれば、3台までの本体出力を並列に接続し、１

つの端子台から出力することができます。

　システムケーブルは、シールドケースのねじをしっかり締めて固定してください。

　組み合せる際各製品のシステムプログラムのバージョンが異なる場合、バージョン番号が

　大きい方をマスタ器としてご使用ください。バージョン番号の確認は、電源投入時にフロン

　トパネルのディスプレイに表示されます。

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5
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I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

　出力はY結線で接続してください。Δ（デルタ）結線は行えません。EPO 2000X出力のLo

端子は、必ず中性点側に接続してください。

　三相三線式の負荷の場合は、端子台などを使って図のとおりY結線した上で、L1,L2,L3

に負荷を接続してください。

　組み合せる際各製品のシステムプログラムのバージョンが異なる場合、バージョン番号が

　大きい方をマスタ器としてご使用ください。バージョン番号の確認は、電源投入時にフロン

　トパネルのディスプレイに表示されます。
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システムケーブルは、シールドケースのねじをしっかり締めて固定してください。

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

I N P U T
L I N E OUTPUT2 5

　組み合せる際各製品のシステムプログラムのバージョンが異なる場合、バージョン番号が

　大きい方をマスタ器としてご使用ください。バージョン番号の確認は、電源投入時にフロン

　トパネルのディスプレイに表示されます。
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EPO 2000S/2000Xは、最大でAC300V(DC424V)の電圧を出力することができます。操

作を誤ると、接続した負荷を壊したり、感電することがあります。操作を行う前に、

次の項目を確認してください。

（1） 初めて使われるなら、まずは出力に何も接続しない状態で、取扱説明書を読みながら

実際に操作してみることをお勧めします。

（2） 出力の接続は確実ですか？　最大電流にあわせて、適切なケーブルを使用しているこ

とをご確認ください。

（3）電源入力の接続は確実ですか？　当社指定のケーブルを使用していることをご

確認ください。





初めて使われる方のために

～　使用方法／基本編

■ ここでは、基本の使い方について説明します。

初めてご使用になる方は、まずこの章をお読みください。

この章では、特に単相2kVA（EPO 2000S/2000X　1台）で使う場合について、説明します｡

EPO 2000Xによるシステムアップ時には、一部動作の異なる部分がありますので、「６．出

力容量を増設したり、三相・単相三線システムで使う　～　使用方法／EPO 2000Xシステム

アップ編」をご参照ください。
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より高度な使い方

～　使用方法／応用編

■ ここでは、応用の使い方について説明します。
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出力容量を増設したり、

三相･単相三線システムで使う
～　使用方法／EPO 2000Xシステムアップ編

■EPO 2000Xなら、オプションのシステムケーブルで

最大3台まで接続し、システムアップを行えます。

その場合の操作について説明します。

・ この章の使い方ができるのは、EPO 2000Xだけです。

・ EPO 2000Sはシステムアップできません。EPO 2000SとEPO 2000Xを組み合わせて

システムアップすることもできません。
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相モードには、単相／単相三線／三相の３つがあります。相モードは、マスタの表示器

に表示されます。

システムケーブルで接続すると、マスタで相モードの変更ができます。 相モードの変更

を行うには、設定した後、いったん電源を切って入れ直す必要があります。

システムケーブルの接続を変更すると、マスタのメモリ機能でストアした内容が初期化

されます。スレーブのメモリは変更されません。

相モードを変更しても、メモリ機能でストアした内容は変わりません。ただし、マスタ

のアドレス1の相モードは、新しく設定した相モードに書き換わります。

ストアされている相モードが現在の相モードと異なるとき、メモリのリコールができま

せん。

複数台のシステムでは、1 台がマスタになり、他はスレーブになります。マスタ
かスレーブかは、システムケーブルの接続で決まります。

互いに異なる内部ROM バージョンにて接続する時は、バージョン番号が大きい方を
マスタとしてご使用ください。バージョン番号は電源投入時にフロントパネルのディ
スプレイに表示されます。
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[電圧･電流の実効値][電圧･電流のピーク値][皮相電力][有効電力][力率]を計測表示し

ます。

計測する相を切り換えることもできます。

計測値の表示は、このように切り換わります。
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ます。

計測する相を切り換えることもできます。
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こんな機能も備えています

～　使用方法／便利な機能

■この章では、EPO 2000S/2000Xが備えている、

便利な機能の使用方法について説明します。
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8
GPIBインタフェース

■ GPIBインタフェースについて説明します。

　まず、プログラムを利用する方のために、準備と設定に

　ついて説明します。

　つづいて、プログラムを作成する方のためへの説明をし

　ます。
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P-STATION/EPOでは、パネルから操作できる機能の多くを、GPIBで制御できます。

GPIBで制御できる機能は、一部を除いてRS-232でも制御できます。

なお、実際の動作やプログラミングは、コントローラ側のプログラミング言語やGPIBドラ

イバに依存しますので、詳細については、それらの説明書や関連書籍などを、併せてご参照

ください。

電源のオン／オフ

工場出荷時設定への初期化

GPIBと RS-232の切り換え

GPIBアドレスや送信時のメッセージターミネータ設定

RS-232のボーレート、パリティ、およびキャラクタ長の設定

GPIB固有の機能（ステータスバイト、リモート／ローカルなど）

規格　　　IEEE std 488.1-1987準拠

インタフェース機能
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●

規格で定められたGPIB用ケーブルを用いて、GPIBのバスラインに接続してください。バ

スに接続する前に、接続されるすべての機器の電源をオフにしてください。コネクタの取り

付けねじは、ゆるまないようにしっかり締めてください。

GPIBを使用する場合、一般的に下記の内容にご注意ください。

電源をオンにしたままGPIBコネクタを着脱すると、機器を損傷することがあります。

コネクタを着脱するときは、バスに接続されるすべての機器の電源をオフにしてくだ

さい。

GPIB使用時は、バスに接続されたすべての機器の電源をオンにしてください。

1つのバスに接続できる機器は、コントローラを含めて15台までです。

ケーブルの長さは、次の長さと同じ、あるいはそれより短かくしてください。

機器間のケーブル長は4m

ケーブルの総延長は、2m×機器数、または20mの内短い方

1つのバスに接続される各機器には、それぞれ異なったアドレスを割り当ててください。

アドレスが重複していると、正しく動作しないだけでなく、機器を損傷することがあ

ります。

ターミネータは、システム内で統一してください。

トーカとリスナの間で、ターミネータが一致していないと、正しく動作しないことが

あります。
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●

GPIBインタフェースを使用するには、コンピュータとGPIBインタフェースケーブルで接

続し、「インタフェースの選択」「GPIBアドレスの設定」「ターミネータの設定」を行います。
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●

REN（リモートイネーブル）をTRUEにした状態で、GPIBコントローラ機器からプログラム

メッセージを送信すると、リモート状態になり、パネルのREMランプが点灯して表示します。

GPIBコントローラから制御を受けるまで、 本器はローカル状態になっています。ローカ

ル状態では、パネルからすべてのキー操作を行えます。

GPIBコントローラから本器をローカル状態にするには、下記の方法で行います。

GPIBアドレスを指定して、インタフェースメッセージ「GTL」を送信する。

REN（リモートイネーブル）をFALSEにする。

パネルから             を操作してローカル状態にすることもできますが、「ローカルロック

アウト」（LLO）設定の有無により動作が異なります。

LLOが設定されていない場合

リモート状態では、パネル上の           のみ受け付けられ、操作によりローカル

状態になります。

LLOが設定されている場合

リモート状態において、パネル上のすべてのキー操作を受け付けません。

LLOに設定するには、リモート状態で、インターフェースメッセージ「LLO」を送信します。

LLOを解除するには、REN（リモートイネーブル）をFALSEにします。
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●

GPIB機器の状態を監視したい場合、シリアルポールを行ったり、問い合わせメッセージを

送ったりすることがありますが、これらの方法は、コントローラ（コンピュータ）やGPIB機

器の動作速度に影響を与えやすいため、望ましいとは言えません。

このような場合は、問い合わせの間隔を広げたり、サービスリクエストを用いることでパ

フォーマンス向上を図ることができます。

一般にGPIB機器は、各種のイベントが発生したとき、コントローラに対してサービスリク

エスト（SRQ）を発信して、割り込みをかけることができます。そのときの状態は各レジスタ

の内容を読み出すことで、知ることができます。

GPIB機器はいくつかのステータスデータを持っており、これらはその機器のステータスバ

イトに要約されます。

サービスリクエストイネーブルレジスタの対応するビットを1に設定すると、ステータス

バイトの各ステータスビットが1になったときに、サービスリクエスト（SRQ）を発信させる

ことができます。

GPIB機器の状況はコンディションレジスタに示されており、その変化はイベントレジスタ

に記録されます。イベントイネーブルレジスタの対応するビットを1にすると、イベントレ

ジスタの各ビットがステータスバイトの特定の1ビットに要約されます。

GPIB機器は、出力待ちの情報を保持するキュー（待ち行列）を持っています。ステータス

バイトには、キューに情報があるか、空きかを示すステータスビットがあります。

P-STATION/EPOでは、応答メッセージのキューの状況を示すMAVビットが用意されていま

す。
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●

ステータスバイトレジスタには、GPIB機器の状態が要約されています。

サービスリクエストイネーブルレジスタの対応するビットを1にセットすると、ステータ

スビットが1になったときに、サービスリクエスト（SRQ）を発信させることができます。

ステータスバイトは、下記のいずれかの方法で読むことができます。

シリアルポール

コマンド（?STB） による問い合わせ　（応答メッセージは10進整数）

ステータスバイトレジスタを読んでも、各ビットはクリアされません。（シリアルポールを

行ったとき、RQSビットがリセットされるのを除く）

シリアルポールは、コントローラがアドレスを指定して各GPIB機器のステータスバイトを

読むGPIBの機能です。プログラムの記述方法は、コントローラ側の言語とGPIBドライバソ

フトウエアに依存します。

P-STATION/EPOでは、サービスリクエストイネーブルレジスタは、下記のメッセージで設

定や問い合わせができます。

● 設　　　定 ： SRE（設定データは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?SRE（応答データは10進整数）

設定データ、および応答データは、各レジスタの1にセットされたビットの重みを加算し

た10進整数です。
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●

ステータスバイトレジスタに要約される前のステータスは、いくつかのイベントレジスタ

にあります。各イベントレジスタには、対応するイネーブルレジスタがあり、ビットごとに

ステータスバイトへの要約を許可または禁止できます。

なお、イベントレジスタは、シリアルポールでステータスバイトレジスタを読み出しても

0にクリアされません。
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●

標準イベントステータスレジスタは、IEEE-488.2規格に従うすべてのGPIB機器が、共通

して持つレジスタで、機器の状態を表します（  「標準イベントステータスレジスタの

ビット割り当て」、参照）。

標準イベントステータスレジスタは、次のメッセージで問い合わせができます。

?ESR　（応答のデータは10進整数）

標準イベントステータスレジスタの各ビットは、次のとき0にクリアされます。

標準イベントステータスレジスタを読み出したとき

標準イベントステータスレジスタの各ビットは、標準イベントステータスイネーブルレジ

スタの対応するビットを1に設定することで、ステータスバイトレジスタのESBビットに要

約できます。

標準イベントステータスイネーブルレジスタは、次のメッセージで設定や問い合わせがで

きます。なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定： ESE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ： ?ESE　（応答のデータは10進整数）
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オペレーションステータスレジスタは、内部の処理が継続状態であることを示すレジスタ

です。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わせができます。

?OSC　（応答のデータは10進整数）

オペレーションステータスレジスタの各ビットは、その要因または動作が始まると0から

1に変化し、その要因または動作が終わると1から0に変化します。

オペレーションステータスレジスタの各ビットは、次のとき0にクリアされます。

各ビットに対応したその要因、または動作が終了したとき

オペレーションステータスレジスタの各ビットは、オペレーションステータスイネーブル

レジスタの対応するビットを1に設定することで、ステータスバイトレジスタのOSBビット

に要約できます。

オペレーションステータスイネーブルレジスタは、下記のメッセージで設定や問い合わせ

ができます。なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： OSE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?OSE　（応答のデータは10進整数）
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拡張イベントレジスタは、いくつかのイベントレジスタ内容を、まとめるためのレジスタ

です。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わせができます。

?XEC　（応答のデータは10進整数）

ワーニングイベントレジスタ、オペレーションイベントレジスタ、フェイルイベントレジ

スタの各論理和が0から1に変化すると、拡張イベントレジスタの対応するビットが1にセッ

トされます。

拡張イベントレジスタの各ビットは、下記のとき0にクリアされます。

ワーニングイベントレジスタを読み出したとき（ただし、対応ビットのみ）

オペレーションイベントレジスタを読み出したとき（ただし、対応ビットのみ）

フェイルイベントレジスタを読み出したとき（ただし、対応ビットのみ）

オーバロードイベントレジスタを読み出したとき（ただし、対応ビットのみ）

CLSメッセージ（ステータス関連レジスタのクリア）を送ったとき

拡張イベントレジスタの各ビットは、拡張イベントイネーブルレジスタの対応するビット

を1に設定することで、ステータスバイトレジスタのEESビットに要約できます。

拡張イベントイネーブルレジスタは、下記のメッセージで設定や問い合わせができます。な

お、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： XEE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?XEE　（応答のデータは10進整数）
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●

ワーニングイベントレジスタは、電源の遮断など、機器の特に重要な動作状態を示すレジ

スタです。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わせができます。

?WSC　（応答のデータは10進整数）

ワーニングイベントレジスタの各ビットは、下記のとき0にクリアされます。

ワーニングイベントレジスタを読み出したとき

CLSメッセージ（ステータス関連レジスタのクリア）を送ったとき

ワーニングイベントレジスタの各ビットは、ワーニングイベントイネーブルレジスタの対

応するビットを1に設定することで、拡張イベントレジスタの対応ビット（ビット03）に要

約できます。

ワーニングイベントイネーブルレジスタは、次のメッセージで設定や問い合わせができま

す。なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： WSE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?WSE　（応答のデータは10進整数）
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オペレーションイベントレジスタは、内部処理時間が比較的長い要因に関して、その処理

開始や終了を知らせるためのレジスタです。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わ

せができます。

?OPC　（応答のデータは10進整数）

オペレーションイベントレジスタの各ビットは、下記のとき0にクリアされます。

オペレーションイベントレジスタを読み出したとき

CLSメッセージ（ステータス関連レジスタのクリア）を送ったとき

オペレーションイベントレジスタの各ビットは、オペレーションイベントイネーブルレジ

スタの対応するビットを1に設定することで、拡張イベントレジスタの対応ビット（ビット

02）に要約できます。

オペレーションイベントイネーブルレジスタは、下記のメッセージで設定や問い合わせが

できます。なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： OPE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?OPE　（応答のデータは10進整数）
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フェイルイベントレジスタは、内部の回路を保護するため、特に重大な異常（フェイル要

因）を検出した場合に設定されます。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わせがで

きます。

?FLC　（応答のデータは10進整数）

フェイルイベントレジスタの各ビットは、下記のとき0にクリアされます。

フェイルイベントレジスタを読み出したとき

CLSメッセージ（ステータス関連レジスタのクリア）を送ったとき

フェイルイベントレジスタの各ビットは、フェイルイベントイネーブルレジスタの対応す

るビットを1に設定することで、拡張イベントレジスタの対応ビット（ビット01）に要約で

きます。

フェイルイベントイネーブルレジスタは、次のメッセージで設定や問い合わせができます。

なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： FLE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?FLE　（応答のデータは10進整数）
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オーバロードイベントレジスタは、出力のオーバーロード状態を示すレジスタです。レジ

スタの内容は次のメッセージで問い合わせができます。

?OVC　（応答のデータは10進整数）

オーバロードイベントレジスタの各ビットは、次のとき0にクリアされます。

オーバロードイベントレジスタを読み出したとき

CLSメッセージ（ステータス関連レジスタのクリア）を送ったとき

オーバロードイベントレジスタの各ビットは、オーバロードイベントイネーブルレジスタ

の対応するビットを1に設定することで、拡張イベントレジスタの対応ビット（ビット00）

に要約できます。

オーバロードイベントイネーブルレジスタは、次のメッセージで設定や問い合わせができ

ます。なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： OVE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?OVE　（応答のデータは10進整数）
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●

拡張ステータスレジスタには、フェイル要因やオーバロード状態を示すビットを配置して

います。レジスタの内容は下記のメッセージで問い合わせができます。

?XSC　（応答のデータは10進整数）

拡張ステータスレジスタの各ビットは、その要因または動作が始まると0から1に変化し、

その要因または動作が終わると1から0に変化します。

拡張ステータスレジスタの各ビットは、下記のとき0にクリアされます。

各ビットに対応したその要因、または動作が終了したとき

拡張ステータスレジスタの各ビットは、拡張ステータスイネーブルレジスタの対応する

ビットを1に設定することで、ステータスバイトレジスタのEXSビットに要約できます。

拡張ステータスイネーブルレジスタは、下記のメッセージで設定や問い合わせができます。

なお、データは1にセットされている各要因の重みの合計です。

● 設　　　定 ： XSE　（設定するデータは10進整数、初期値：0）

● 問い合わせ ： ?XSE　（応答のデータは10進整数）
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プログラムメッセージは、入力バッファに一時蓄えられ、ターミネータを受信した時点で

入力順に解釈、実行されます。入力バッファは256文字分（256バイト）ありますが、ヌル

（00H）およびターミネータは入力バッファに入りません。

解釈、実行の終了で入力バッファはクリアされ、次の入力が可能になります。

256文字を超えるプログラムメッセージが送信されると、最初の256文字の中に含まれる

有効なメッセージのみ実行された後にエラーとなります。

プログラムメッセージは、ヘッダとパラメタからなり、入力バッファ文字以内ならば続け

て送ることができます。プログラムメッセージのフォーマットを下記に示します。

プログラムメッセージを一度に複数送信するときは、プログラムメッセージ間にセミコロン

“；”を入れてください。

プログラムメッセージには、大きく分けて設定や動作指令を行う「設定メッセージ」と、状

態や設定値を問い合わせる「問い合わせメッセージ」があります。

プログラムメッセージの基本形式を下記に示します。この例では周波数を50Hz、出力電圧

を100Vrmsに設定します。

（設定メッセージの例）　周波数を50Hz、出力電圧を100Vに設定。

FRQ 　 50 ； VLT 　 100

ａ ｂ ｃ ｄ ａ ｂ ｃ

（問い合わせメッセージの例）　電圧計測値、電流計測値の問い合わせ。

?MVR 　 ； 　 ?MCR

ａ ｂ d b ａ

ａ： ヘッダ部。大文字、小文字どちらでも、また混在使用も可能です。問い合わせメッセー

ジでは、先頭に“？”が付きます。

ｂ： 見やすさのために入れるスペースです。いくつあっても、また省略してもかまいません。

ｃ： パラメタ部。符号（＋、－）、数字、または小数点から始まります。符号が省略された

ときはプラスと認識します。

ｄ： 複数の設定メッセージを区切るためのセミコロンです。
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パラメタのデータの形式は、下記の2種類です。

NR1形式

整数形式です。小数点の位置は最終桁の終わりにあるとみなされます。

　　± DDDD

◎ リーディングゼロは無視されます。

◎ 符号は、“＋”、“－”で表現し、省略時は“＋”に解釈されます。

例： +01234

-50001

18　　　　　　　　　　

NR2形式

実数形式です。“．”（ピリオド）で小数点を表します。小数点および小数点以下の数値は省

略可能で、省略されたときは小数点以下0とみなされます。 指数形式も使用できます。

± DD．DD

◎ リーディングゼロは無視されます。

◎ 符号は“＋”と“－”で表現し、省略時は“＋”に解釈されます。

　　　　　　例：+0.1234

-50.001

　　 1.8

1.00E+2

200

選択状態や設定値などを問い合わせるためのプログラムメッセージです。先頭には必ず

“?”がつきます。

問い合わせメッセージ送信後、トーカに指定すると、その応答が出力されます。

一度に複数の問い合わせを行ったときは、複数の応答がセミコロンで区切られて出力され

ますが、応答文字列の合計が255文字を超えたときは、エラーになり、応答は一切返しませ

ん。また、問い合わせを行った後、トーカ指定（応答を受信）せずに、さらに問い合わせを

行ったときは、5応答分まで保存され、それ以降は古い応答から削除されます。

応答の出力フォーマットは下記の通りです。

設定メッセージ“HDR 1”／“HDR 0”により、応答データに含むヘッダのオン／オフを

設定可能です。電源を入れたときはオン（ヘッダを出力する）になっています。
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●

応答パラメタのデータ形式は、下記の3種類です。

NR1形式

　整数形式です。

＿ DDDD

◎ 整数の数値部です。

◎ 正の整数のときは符号なし、負の整数のときは“－”がつきます。

◎ パラメタの文字数はそれぞれの出力情報について一定です。

例：RNG 1

出力電圧レンジが200Vレンジに設定されていることを示します。

NR2形式

　実数形式です。

＿ DD．DD

◎ 実数の整数部で、小数点“．”を必ず含みます。

◎ 正の整数のときは符号なし、負の整数のときは“－”がつきます。

例： FRQ 50.0

出力周波数が50.0Hzに設定されていることを示します。

STRING 形式

　ASCII（ISO 7ビット）コードを使用した文字列データです。
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●

 一般に、GPIBコントローラとなるコンピュータなどは、特定の処理に束縛されず、さま

ざまな処理を並行して行うことが望まれます。

GPIBコントローラから制御を受けたGPIB機器が、その内部処理に長い時間を要する場合、

メッセージの受け渡し処理を重視して通信（ハンドシェーク）を止めてしまうと、その間は

他の処理を行うことができなくなるため、GPIBコントローラ側では処理能力の低下につなが

ると考えられます。

このような観点から、P-STATION/EPOでは、内部処理時間の比較的長い、特定のメッセー

ジをGPIBコントローラから送られた場合、ハンドシェークをそのまま行い、メッセージは

いったん本器内部バッファに蓄えますが、解釈や実行は行わず、実行エラーにします。この

ような状態を「BUSY（ビジー）」と呼びます。

BUSYとなる時間は、処理の内容によって異なりますが、最短で700ms程度になります。

BUSYは、パネル上の（BUSYランプ）で表示するとともに、GPIBコントローラからは、ス

テータス関連レジスタを参照して認識することができます。

BUSY関連メッセージの送信後、続けて設定を行おうとする場合には、プログラムの中でこ

れらのレジスタ内容を参照し、BUSY期間にメッセージを送信しないようご注意ください。

オペレーションイベントレジスタを参照して、BUSY状態の開始と終了を認識することがで

きます。同様に、オペレーションステータスレジスタを参照すれば、BUSY中であるかどうか

を認識できます。
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●

GPIBとRS-232の各インタフェース使用時のコマンドは共通です。

ただし、ヘッダ“STB”で示される機能は、RS-232インタフェース使用時には無効となり

ます。

また、コマンドのヘッダ、パラメタ間には、見やすくするためのスペース（“　”）を入れ

ることができます。

RNG:Range

VLT:Voltage

VMD:Voltage Mode

　例：出力電圧レンジ100Vレンジ、出力電圧100Vrmsを設定する

　　　　出力電圧レンジ100Vレンジ設定 RNG 0

　　　　出力電圧100Vrms設定 VLT 100.0
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●

FRQ:Frequency

　例：出力周波数60Hzを設定する

　　　　出力周波数60.0Hzの設定　　　　　　　　　FRQ 60.0

OUT:Output

　例：出力のオン／オフを設定する

　　　　出力のオン設定　　　　　　　　　　　　　　　　OUT 1

　　　　出力のオフ設定　　　　　　　　　　　　　　　　OUT 0
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●

MVR:Measurement Voltage RMS MVA:Measurement VA

MVP:Measurement Voltage Peak MPF:Measurement Power_Factor

MCR:Measurement Current RMS MSL:Measurement Select

MCP:Measurement Current Peak CPH:Current Peak Hold

MWT:Measurement Wattage MPH:Measurement Phase
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●

出力電圧および出力周波数に対して、設定範囲を制限することができます。

VUP:Voltage Upper limit　　　　

FUP:Frequency Upper limit　　　

FLW:Frequency Lower limit

 例：出力電圧上限を220Vに、周波数の上限を65Hzに制限する。

　　　　出力電圧上限を220Vに設定 VUP 220.0

　　　　出力周波数上限を65Hzに設定 FUP 65.00
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●

出力開始時の投入位相を設定することができます。

SPH:Start Phase

出力の補償状態を設定します。

プレシジョンモードにすると、負荷電流の変動に対して出力電圧の変動を小さく抑えるこ

とができます。ハイスタビリティモードにすると、出力電圧の変動はやや大きくなりますが、

容量性負荷に対して安定度が良くなります。

PRC:Precision

　例：出力の補償状態をハイスタビリティモードに設定する。

　　　　ハイスタビリティモードに設定　　　　　　　　　PRC 0

P-STATION/EPOが接続されている商用電源の周波数に、出力周波数を同期させることがで

きます。また、同期をオフにしたときの周波数の設定ができます。

LSY:Line Sync

LSF:Line Sync off Frequncy
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DCM:Direct Current Mode

PMD:Phase Mode

BEE:Beep
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●

設定されている値や状態を、本体内部のバッテリバックアップメモリに記憶（ストア）し

て、呼び出す（リコール）ことができます。メモリアドレスは0から10まで11個あります。

STO:Store

RCL:Recall

例：現在の設定値をメモリアドレス2にストア、メモリアドレス2の内容をリコールする。

　　　　現在の設定値をメモリアドレス2にストアする　　STO 2

　　　　メモリアドレス2の内容をリコールする　　　　　RCL 2

GPIBからメッセージにより設定された内容をメモリにストアすると、本体パネルから操作

した場合でも、メモリにストアされた内容は変わりませんので、リコール時などに予期しな

い動作をすることがあります。

インタフェースによる制御から手動操作に変更する場合には、「アドレス0のリコール」に

よってメモリ内容を初期状態にもどして使用することをおすすめします。
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GPIBコントローラから送られたインタフェースメッセージに対する応答は、下記のように

なります。

インタフェースメッセージの使用方法は、コントローラ側のGPIBドライバによって異なり

ます。

詳しくはGPIBドライバの説明書を併せてご覧ください。
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GPIBインタフェースを用いたリモートコントロールの例を示します。ここでは、下記の2組の例を示し

ます。

Microsoft社製Visual Basicと KEITHLEY社（KEITHLEY INSTRUMENTS INC）製GPIB

インタフェースボードを使用した例

Visual BasicとNational Instruments社製GPIBインタフェースボードを使用した例

それぞれについて、下記の2種類の内容で説明します。

ａ）設定

最も簡単な例です。初期化後に任意の電圧、周波数を設定し、出力をオンにします。

ｂ）問い合わせとSRQの利用

任意の電圧、周波数の設定を行いながらレンジ切り換え、出力オン・オフ動作をSRQ

を用いて検出します。

どちらの例も設定できるパラメタの範囲チェックなどは省略しています。実際にプログラ

ムを作成するときは、エラー処理や、初期化の手順を考慮してください。

なお、このサンプルプログラムは、工場出荷時の状態で電源を入れた直後の状態を想定し

て作成しています。それ以外の状態では、正しく動作しない場合がありますので、ご注意く

ださい。

これらのサンプルプログラムは、当社のホームページよりダウンロードすることができま

す。

http://www.nfcorp.co.jp/
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KEITHLEY社製GPIBインタフェースボードおよびドライバソフトウェアを使用して、応答

メッセージを受信するときは（enter）、受信バッファの文字列変数の長さは適当に変更され

ます。受信する最大文字数と実際に受信した文字数は、バッファとは別のパラメタで設定し

ます。

ａ）設定　－KI

レンジ、アウトプットのボタンは押すごとに状態を切り換え、設定状態を表示します。

周波数、電圧のテキストボックスに入力した値は、それぞれの設定ボタンを押すと設定さ

れます。

必要な初期化はフォームのロードで行っています。

ここではタイムアウト200ms、GPIBアドレス2、EOI有効、ターミネータをLFとしてデバ

イスデスクリプタ（Dev）をオープンしています。

　 　　　

Option Explicit
Const Adr As Integer = 2
Dim Rng As Boolean
Dim Out As Boolean

Private Sub AppEnd_Click()
Dim stat As Integer
transmit "UNL LSTEN" & CStr(Adr) & "GTL", stat 'Go To Local
End

End Sub

Private Sub Form_Load()
Dim stat As Integer

initialize 0, 0 ’デバイスオープン
settimeout (300) ’タイムアウトの設定
transmit "DCL", stat ’デバイスクリア

Rng = False
Out = False

End Sub
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Private Sub FreqSet_Click()
Dim stat As Integer
send Adr, "FRQ" & FreqVal.Text, stat ’周波数を設定

End Sub

Private Sub OutputSet_Click()
Dim stat As Integer
If Out = False Then

send Adr, "OUT 1", stat ’出力をオンに設定
OutputSet.Caption = "ON"
Out = True

Else
send Adr, "OUT 0", stat ’出力をオフに設定
OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
End Sub

Private Sub RangeSet_Click()
Dim stat As Integer
If Rng = False Then

send Adr, "RNG 1", stat ’レンジを200Vに設定
RangeSet.Caption = "200V"
Rng = True

Else
send Adr, "RNG 0", stat ’レンジを100Vに設定
RangeSet.Caption = "100V"
Rng = False

End If
End Sub

Private Sub VoltSet_Click()
Dim stat As Integer
send Adr, "VLT" & VoltVal.Text, stat ’電圧を設定

End Sub
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ｂ）問い合わせとSRQの利用　－KI

先のサンプルa）と同様な動作ですが、レンジの切り換え、出力のオン／オフの切り換え

時にBUSY状態となることを検出し、関連するステータスを問い合わせて、一時的にコマンド

の送信を止める動作をします。

KEITHLEY社製GPIBドライバでは、タイマを用いたポーリング監視による方法を使用して

ください。

ポーリングでは、イベントレジスタやステータスレジスタの内容を毎回問い合わせること

もできますが、シリアルポールの方が機器のファームウェアの負担が軽くなります。ポーリン

グ間隔を短くしたい場合には、シリアルポールの利用を推奨します。

KEITHLEY社製GPIBドライバのシリアルポールルーチンspollの前後には、ユニバーサル

コマンドSPEとSPDが必要となりますのでご注意ください。

　　　　　　　

Option Explicit
Const Adr As Integer = 2
Dim Rng As Boolean
Dim Out As Boolean

Private Sub AppEnd_Click()
Dim stat As Integer
transmit "UNL LSTEN" & CStr(Adr) & "GTL", stat ’Go To Local
End

End Sub

Private Sub Form_Load()
Dim stat As Integer
Dim rbbuf As String
Dim I As Integer
initialize 0, 0 ’デバイスオープン
settimeout (300) ’タイムアウトの設定
transmit "DCL", stat ’デバイスクリア
send Adr, "SRE 2;XEE 14;OPE 15", stat ’SRQ用イネーブルレジスタの設定
send Adr, "?OPC", stat
enter rbbuf, 256, I, Adr, stat
send Adr, "?stb", stat
enter rbbuf, 256, I, Adr, stat
Rng = False
Out = False
BusyLbI.Enabled = False
Timer1.Enabled = False
Timer1.Interval = 500

End Sub
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Private Sub FreqSet_Click()
Dim stat As Integer
send Adr, "FRQ" & FreqVal.Text, stat ’周波数を設定

End Sub

Private Sub OutputSet_Click()
Dim stat As Integer
If Out = False Then

send Adr, "OUT 1", stat ’出力をオンに設定
OutputSet.Caption = "ON"
Out = True

Else
send Adr, "OUT 0", stat ’出力をオフに設定
OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
Timer1.Enabled = True ’出力設定時、RQSが発生するため

End Sub

Private Sub RangeSet_Click()
Dim stat As Integer
If Rng = False Then

send Adr, "RNG 1", stat ’レンジを200Vに設定
RangeSet.Caption = "200V"
Rng = True

Else
send Adr, "RNG 0", stat ’レンジを100Vに設定
RangeSet.Caption = "100V"
Rng = False

End If
Timer1.Enabled = True ’レンジ切換時、RQSが発生するため

End Sub

Private Sub Timer1_Timer()
Dim stat As Integer
Dim stb As Integer
Dim rbbuf As String
Dim I As Integer
Dim opc As Integer
transmit "SPE", stat 'KIボードでは必要
spoll Adr, stb, stat 'シリアルポール
transmit "SPD", stat 'KIボードでは必要
If stb And 64 Then 'RQS発生要因のチェック

If stb And 2 Then
send Adr, "?OPC", stat
enter rbbuf, 256, I, Adr, stat
opc = Clnt(Right(rbbuf, 1))
If (opc And 1) Or (opc And 4) Then

BusyLbl.Enabled = True
RangeSet.Enabled = False
OutputSet.Enabled = False
FreqSet.Enabled = False
VoltSet.Enabled = False

Else
BusyLbl.Enabled = False
RangeSet.Enabled = True
OutputSet.Enabled = True
FreqSet.Enabled = True
VoltSet.Enabled = True
Timer1.Enabled = False

End If

If (Out = True) And (opc = 9) Then
OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
End If

End If
End Sub

Private Sub VoltSet_Click()
Dim stat As Integer
send Adr, "VLT" & VoltVal.Text, stat '電圧を設定

End Sub



E
P
O
 
2
0
0
0
S
/
2
0
0
0
X

8-39

●　

８
．
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｂ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス　

●

National Instruments社製GPIBインタフェースボードおよびドライバソフトウエアを

使用するときは、送出文字列にEOSキャラクタを付加する必要があります。

また、応答メッセージを受信するとき(ibrd)、受信文字数が受信バッファ長までに制限さ

れます。ここで示すサンプルプログラムでは、固定長文字列を用いています。可変長文字列

を使うときは、ibrdの前に、space()などで受信バッファの長さを確保する必要があります。

受信文字数は、グローバル変数ibcntで得られます。

ａ）設定　－NI

レンジ、アウトプットのボタンは押すごとに状態を切り換え、設定した状態を表示します。

周波数、電圧のテキストボックスに入力した値は、それぞれの設定ボタンを押すと設定さ

れます。

必要な初期化はフォームのロードで行っています。

ここではタイムアウト300ms、GPIBアドレス2、EOI有効、ターミネータをLFとしてデバ

イスデスクリプタ(Dev)をオープンしています。

終了ボタンで、機器をローカル状態に戻し、プログラムは終了します。

Option Explicit
Const Adr As Integer = 2
Const EOSCHAR As Integer = &HA
Const EOS As Integer = XEOS + REOS + EOSCHAR
Dim Dev As Integer
Dim Rng As Boolean
Dim Out As Boolean

Private Sub AppEnd_Click()
Dim v As Integer
v = 0
ibloc Dev 'Go To Local
ibonI Dev, v 'デバイスオフライン設定
End

End Sub

Private Sub Form_Load()
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ibdev 0, Adr, 0, T300ms, 1, EOS, Dev 'デバイスオープン
ibclr Dev 'デバイスクリア

Rng = False
Out = False

End Sub

Private Sub FreqSet_Click()
ibwrt Dev, "FRQ" & FreqVal.Text & Chr(EOSCHAR) '周波数を設定

End Sub

Private Sub OutputSet_Click()
If Out = False Then

ibwrt Dev, "OUT 1" & Chr(EOSCHAR) '出力をオンに設定
OutputSet.Caption = "ON"
Out = True

Else
ibwrt Dev, "OUT 0" & Chr(EOSCHAR) '出力をオフに設定
OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
End Sub

Private Sub RangeSet_Click()
If Rng = False Then

ibwrt Dev, "RNG 1" & Chr(EOSCHAR) 'レンジを200Vに設定
RangeSet.Caption = "200V"
Rng = True

Else
ibwrt Dev, "RNG 0" & Chr(EOSCHAR) 'レンジを100Vに設定
RangeSet.Caption = "100V"
Rng = False

End If
End Sub

Private Sub VoltSet_Click()
ibwrt Dev, "VLT" & VoltVal.Text & Chr(EOSCHAR) '電圧を設定

End Sub
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ｂ）問い合わせとSRQの利用　－NI

先のサンプルa）と同様な動作ですが、レンジ切り換え、出力のオン／オフ切り換え時に

BUSY状態となることを検出し、関連するステータスを問い合わせて一時的にコマンドの送信

を止める動作をします。

SRQ を監視し、イベントを発生させるために GPIBNotify コントロールを用います。

GPIBNotifyコントロールは、VisualBasicの「プロジェクト」メニューの「コンポーネン

ト」から「gpibNotify OLE Contorol Module」を選択すると利用できます。

SRQで起動するイベントプロシージャ（SRQNotify_Notify）では、シリアルポールとオペ

レーションイベントレジスタを問い合わせてBUSY状態を検出します。

Option Explicit
Const Adr As Integer = 2
Const EOSCHAR As Integer = &HA
Const eos As Integer = XEOS + REOS + EOSCHAR
Dim Dev As Integer
Dim Rng As Boolean
Dim Out As Boolean

Private Sub AppEnd_Click()
Dim v As Integer
v = 0
ibloc Dev
ibonl Dev, v
End

End Sub

Private Sub Form_Load()
Dim x As Long, y As Long
Dim stat As Integer
Dim rdbuf As String * 10

ibdev 0, Adr, 0, T300ms, 1, eos, Dev 'デバイスオープン
ibclr Dev 'デバイスクリア

ibwrt Dev, "SRE 2" & Chr(EOSCHAR)
ibwrt Dev, "XEE 14" & Chr(EOSCHAR)
ibwrt Dev, "OPE 15" & Chr(EOSCHAR)
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ibwrt Dev, "?OPC" & Chr(EOSCHAR)
ibrd Dev, rdbuf
ibwrt Dev, "?STB" & Chr(EOSCHAR)
ibrd Dev, rdbuf
stat = SRQNotify.SetupNotify(Dev, RQS)
Rng = False
Out = False
BusyLbl.Enabled = False

End Sub

Private Sub FreqSet_Click()
ibwrt Dev, "FRQ" & FreqVal.Text & Chr(EOSCHAR) '周波数を設定

End Sub

Private Sub SRQNotify_Notify(ByVal LocalUd As Long, ByVal Locallbsta As Long, ByVal
Locallberr As Long, ByVal Locallbcntl As Long, RearmMask As Long)

Dim stb As Integer
Dim opc As Integer
Dim rdbuf As String * 10
If (Locallbsta And RQS) Then

ibrsp Dev, stb
If (stb And 2) Then

ibwrt Dev, "?OPC" & Chr(EOSCHAR)
ibrd Dev, rdbuf
opc = Clnt(Right(rdbuf, 6))
If (opc And 1) Or (opc And 4) Then

BusyLbl.Enabled = True
RangeSet.Enabled = False
OutputSet. Enabled = False
FreqSet. Enabled = False
VoltSet. Enabled = False

Else
BusyLbl. Enabled = False
RangeSet. Enabled = True
OutputSet. Enabled = True
FreqSet. Enabled = True
VlotSet. Enabled = True

End If
End If
If (Out = True) And (opc = 9) Then

OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
RearmMask = RQS

End If
End Sub

Private Sub OutputSet_Click()
If Out = False Then

ibwrt Dev, "OUT 1" & Chr(EOSCHAR) '出力をオンに設定
OutputSet.Caption = "ON"
Out = True

Else
ibwrt Dev, "OUT 0" & Chr(EOSCHAR)  '出力をオフに設定
OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
End Sub

Private Sub RangeSet_Click()
If Rng = False Then

ibwrt Dev, "RNG 1" & Chr(EOSCHAR) 'レンジを200Vに設定
RangeSet.Caption = "200V"
Rng = True

Else
ibwrt Dev, "RNG 0" & Chr(EOSCHAR) 'レンジを100Vに設定
RangeSet.Caption = "100V"
Rng = False

End If
End Sub

Private Sub VoltSet_Click()
ibwrt Dev, "VLT" & VoltVal.Text & Chr(EOSCHAR) '電圧を設定

End Sub



RS-232インタフェース

■RS-232インタフェースについて説明します。

まず、プログラムを利用する方のために、準備と設定に

ついて説明します。

つづいて、プログラムを作成するための説明をします。
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RS-232インタフェースでも、GPIB固有の機能を除けば、GPIBと同じように外部制御が

行えます。GPIBと同じプログラムメッセージを用いて、設定や問い合わせができます。問

い合わせに対する応答メッセージもGPIBと同じ形式です。

重複する部分が多いので、GPIBと同じ部分についてはここでは説明しません。RS-232で

外部制御を行うときは、GPIBについての説明を併せてご覧ください。

ａ） GPIBにはあるが、RS-232にはない機能（GPIB固有の機能）

● リモート／ローカルの切り換え

● サービスリクエストによるコントローラへの割り込みとシリアルポール

　問い合わせメッセージ（?STB）などでステータスを読めます。

● デバイスクリアなどのGPIB固有のコマンド

● 多数の機器の接続

　RS-232では1対1の接続しかできません。

ｂ） 仕様

● ボーレート：1200、2400、4800、9600

● データビット長：7、8

● ストップビット長：1、2

● パリティ：なし、偶数、奇数
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P-STATION/EPOでは、ハードウエアハンドシェークが利用できます。

“RS-232ケーブルの接続”で説明したストレートケーブルによる接続により、DTR-DSR／

CTS-RTSによるハンドシェークを行います。

ハンドシェーク動作の詳細

ａ） コントローラからの受信

● 受信バッファ（255文字）の状態により、この製品は次の処理を行います。

・ 約2/3以上使われた場合 → RTS、DTRを無効にする。

・ 約2/3以上が空になった場合 → RTS、DTRを有効にする。

ｂ） コントローラへの送信

● 以下のいずれかの状態になると、送信を一時停止します。

・CTSが無効である。

・DSRが無効である。
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RS-232インタフェースを用いた外部制御の例を示します。ここでは、簡単な設定につい

て、Visual Basic（Learning EDITIONを除く）を用いた例を示します。

内容は、GPIBのサンプルプログラム「Visual Basic と National Instruments 社製

GPIBインタフェースボードを使用した例」の「ａ）設定」とほぼ同じです。

プログラムメッセージの使用方法などは、GPIBと同様ですので、「８．GPIBインタフェース

　GPIB サンプルプログラム」も併せてご覧ください。
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Visual BasicVisual BasicVisual BasicVisual BasicVisual Basic の例の例の例の例の例（（（（（設設設設設定定定定定）））））

最も簡単な例です。初期化の後に任意の電圧、周波数を設定し、出力をオンにします。

Vis u a l  B a s i c で RS - 2 3 2 を使用するには、コミュニケーションコントロール

（MSComm)を用いるのが簡単です。コミュニケーションコントロールは、Visual Ba-

sic の「プロジェクト」メニューの「コンポーネント」から、「Microsoft Comm

Control」を選択すると使用できます。

　
Option Explicit
Dim DELIM As String
Dim Rng As Boolean
Dim Out As Boolean

Private Sub AppEnd_Click()
Comm1.PortOpen = False 'ポートを閉じます
End

End Sub

Private Sub Form_Load()
Comm1.Settings = "9600,N,8,1" '通信条件を設定
Comm1.Handshaking = comNone 　'ハンドシェイクの条件を設定
Comm1.CommPort = 1 　'ポート１を指定
Comm1.PortOpen = True 　'ポートを開きます

Rng = False
Out = False
DELIM = Chr(&HD) & Chr(&HA)

End Sub

Private Sub FreqSet_Click()
Comm1.Output = "FRQ" & FreqVal.Text & DELIM '周波数を設定

End Sub
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Private Sub OutputSet_Click()
If Out = False Then

Comm1.Output = "OUT 1" & DELIM '出力をオンに設定
OutputSet.Caption = "ON"
Out = True

Else
Comm1.Output = "OUT 0" & DELIM '出力をオフに設定

OutputSet.Caption = "OFF"
Out = False

End If
End Sub

Private Sub RangeSet_Click()
If Rng = False Then

Comm1.Output = "RNG 1" & DELIM 'レンジを200Vに設定
RangeSet.Caption = "200V"
Rng = True

Else
Comm1.Output = "RNG 0" & DELIM 'レンジを100Vに設定
RangeSet.Caption = "100V"
Rng = False

End If
End Sub

Private Sub VoltSet_Click()
Comm1.Output = "VLT" & VoltVal.Text & DELIM '電圧を設定

End Sub



保　守

■この章では、バックアップ用電池と校正について

説明します。
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バックアップ用電池にリチウム電池を使用しています。

バックアップ期間は、未通電で放置した場合約5年です。ただし、温度や使用条件によ

り、変化します。

電池が消耗すると、　電源を入れたときに「BACKUP MEMORY LOST」を表示し、すべての

記憶内容を初期化して、起動します。この状態が頻繁に発生する場合、電池の交換が必要

です。当社または販売店にご連絡ください。

EPO 2000S/2000Xの校正が必要な場合は、当社または販売店へご連絡ください。





お困りのときに

■この章では、ご使用中に困った現象が発生した場合の

原因と、対処の方法について説明します。
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（ご質問の内容）

DCにACを重畳することはできるか？

負荷に対して、電圧や周波数を急に

変化する試験を行いたいがどうすれ

ばよいか？

電源電圧AC100V近辺でも使いたいが

可能か？

4kVAや 6kVA のシステムが必要。接

続を変えることはないのだが、

もっと安価に構成できないか？

（お答えと説明）

P-STATION/EPOではできませんが、

当社P-STATION/シリーズ［Q］は可能です。

メモリ機能を使って行うことができます。

メモリに設定をストアするとき、「出力電圧レン

ジ」「ライン同期」「AC/DCモード」の3つのパラメ

タが同じになっていれば、メモリリコールの際、出

力はオンのままで状態を変えることができます。

☆さらに複雑な試験を行うには、P-STATION/ シ

リーズ［Q］をおすすめします。

定格に規定はありませんが、電源電圧85V～132V

でお使いいただくことが可能です。

ただし、一般的な100V配電系を考慮し、コンセン

トから配線しても安全なように電源電流を約15A

以下とするため、出力電力は約800VA に制限さ

れます。また、出力電流が 100V レンジでは約

5.3A、200V レンジでは約2.6Aに制限されます。

EPO 2000X は、マスタ間で増設が行えるよう考

慮された製品です。

必要なときのみ簡単にシステムアップして容量増

設や三相の構成ができ、普段は異なる場所で別々

に使用することができるのがメリットです。

接続を変更せず、特定の目的で使われるのであれ

ば、ファミリ製品のEPO 4000S（単相4kVA）や、

EPO 6000M（マルチ相システム6kVA）をおすすめ

します。
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 （ご質問の内容）

EPO 2000X を 2台使用してシステム

を構築しているが、「SLAVE」と表示

されている側の操作パネルからは操

作できないか？

EPO 2000X を 2台使用してシステム

を構築しているが、再び分離して

別々に使用したい。このときメモリ

の内容はどうなっているか？

三相で使っているが、計測機能によ

り、線間電圧だけでなく、線間電流を

表示したい。

（お答えと説明）

EPO 2000Xを 2台（または3台）使用するシステ

ムでは、このうちの1台（「SLAVE」表示ではない

装置）からのみ操作できます。

「SLAVE」と表示されていた装置は、単体で動作し

ていたときの設定内容を記憶しています。単体で

電源を入れれば、元の内容が使用できます。

しかしマスタでは、システム構成の変更を検出す

るので、メモリ内容は初期化され、工場出荷時設

定になります。

なお、インタフェース関連の内容はこれらの影響

を受けないので、変更されません。

線間電流の表示機能はありません。相電流のみ計

測、表示できます。



定　格

■ EPO 2000S/2000X　定格
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用語の解説

■ 交流電源に関連する用語について、説明します。
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■交流電源／交流安定化電源

各電力会社の発電所から変電所を経て、配電盤や壁面のコンセントに供給されるまでの経路

では、その給電線のインピーダンスや負荷の影響により、電圧値やその波形に乱れを生じてし

まいます。

このような問題を解決するには、受電端で電源を安定化する方法があります。

従来、可飽和リアクトルを利用したものや、スライドレギュレータをサーボにより制御する

方法が使用されてきましたが、応答速度が遅く、波形が改善されないという大きな欠点があり

ました。これに代わって、電子回路を用いた方法が多く提案されるようになりました。　

P-STATION/EPOはそのなかでも電力増幅器方式を採用し、内蔵の信号発生器により、ひず

みの少ない、安定度の高い交流電圧を供給することができます。

■高調波電流

家庭用・産業用には、スイッチング電源が多く使用されています。その電源入力部に使われ

るコンデンサインプット型整流回路は、入力電流が大きくひずみ、多量の高調波を含んだもの

になる欠点があります。

この電流が大量に電源ラインに流れた場合、電圧にひずみを生じて他の機器を誤動作させた

り、変圧器が過熱して事故につながるなどの問題が生じます。

P-STATION/EPOでは、この高調波電流を効果的に抑制する回路を採用し、高調波のレベル

をほぼ規制値付近まで抑え、同時に力率も大幅に改善（約97% typ）しています。

■電源高調波成分イミュニティ

他の電気機器から発生する高調波電流の影響で、電源電圧に高調波成分が含まれるような場

合でも、出力に影響が及びにくい、電源高調波イミュニティを有しています。
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■ラッシュ電流（突入電流）

電動機や、電源入力にコンデンサインプット型整流回路を使用している電気製品などは、電

源スイッチを入れた直後、定格状態に比べてかなり大きな電流が、短時間流れます。この電流

をラッシュ電流と呼びます。

この電流を十分に供給できない電源の場合、製品によっては必要な電力が得られず、起動し

ないときもあります。

また、このような大きな電流が流れると、電源ラインのインピーダンスで電圧降下を生じ、

供給電圧が低下するおそれがあるため、この影響を一定レベル以下に制限する規格もあります

が、この試験は、十分なラッシュ供給能力のある電源で行う必要があります。

P-STATION/EPOシリーズでは、このような使用形態に対応して、定格電流の2.8倍のラッ

シュ電流供給能力を持っています。ラッシュ電流を供給するために、過大な容量の電源を用意

する必要がありません。

※ラッシュ電流の例

　電気ドリル

　（定格AC100V/260W）

　上：電圧（100V/div）

　下：ラッシュ電流(10A/div)

小型の電気ドリルでも、電源投入直後には、15Apk

（約10A）のラッシュ電流が流れます。定格電流は2.6A

なので、4倍の電流が流れていることになります。

■コンデンサインプット型負荷

さまざまな機器に使用されているスイッチング電源の多くは、回路が簡単で低コストなこと

から、コンデンサインプット型入力整流回路が採用されています。このような機器の入力電流

は、与えられた正弦波電圧のピーク値付近のみ電流が流れるような波形になり、高調波成分を

多く含むとともに、実効値に対するピーク値の比（CrestFactor、CF値）が、抵抗など線形

な負荷の場合(CF＝1.41)に対して1.5～2倍程度に大きくなります。

そこでこのような負荷にもひずみの少ない電圧を供給できるよう、P-STATION/EPOでは最

大でCF＝4までの電流が供給できるよう考慮されています（※出力容量2kVA当り、プレシ

ジョンモードにて）。
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■出力スタビリティ（出力電圧安定度）））））

電源に要求される性能にはさまざまなものがありますが、このなかで特に、負荷変動や電源

入力電圧変動の影響を受けにくさを示すもの、それが「出力スタビリティ」です。

●対負荷電流変動

負荷状態の変化による出力電圧変動を指します。

一般に無負荷（負荷を何も接続していない）状態での電圧に対する、負荷接続時の電圧

変動分を［％］で表示します。

　●対電源入力変動

電源入力電圧の変動による出力電圧変動を指します。P-STATION/EPOでは入力電圧変動

（170V～250V）に対する、出力電圧（定格出力時）の変動分を［％］で表示して定格とし

て規定しています。

　●対周囲温度変化

周囲温度の変化に対する出力電圧変動を指します。

■瞬停・電源電圧変動耐量

一般の商用電源ラインでは、電力会社により一定の品質の電源環境が提供されています。落

雷など不意の自然災害が発生して、送電線に問題が生じても、瞬時に切り換え、停電の影響を

最小限にくい止めます。

しかし、この切り換えに要する短い時間、電源電圧が0になったり（瞬時停電、“瞬停”と

呼ばれます）、異常低下するため、これに持ちこたえられない電気製品では正常に動作を継続

することができません。

P-STATION/EPOでは、これらの現象に十分な耐量を持っており、電源環境が比較的良くな

い場合でも、出力への影響を最小限に抑えることができます。
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■容量性負荷への安定性

P-STATION/EPO のような電力増幅器型交流電源の場合、負荷変動などによる出力電圧の変

化を補償するため、電子回路によるフィードバックを行っていますが、過度に大きな値の

容量性負荷を接続した場合、安定性が崩れ、発振などの異常現象が起こる場合があります。

そこでP-STATION/EPO では、このような場合には補償モードを選択することで対応できる

よう考慮されています。高精度な「プレシジョンモード」での容量性負荷の耐量は約2 μ F で

すが、安定度を重視する「ハイスタビリティモード」では最大 150 μ F まで接続できます。

■電波暗室への応用

各種電子機器から発生する不要な電波を測定し、EMC 規格への適合性を検証するための施

設である電波暗室（シールドルーム）では、被測定対象から検出しようとする電磁波の測

定に影響しないよう、非常に低ノイズ環境が要求されます。

このため、暗室への電源入力部には、特に高い抑制効果を持つノイズフィルタが使用され

ますが、一般に、数十μF 以上のコンデンサ容量があり、補償が十分でない電力増幅器型電

源では、動作が不安定になるおそれがあります。

そのような場合でも、P-STATION/EPO のハイスタビリティモードを使用すれば高い安定性

が得られるため、フィルタの選択を妨げません。

■有効電力と皮相電力

交流電源から負荷に電力を供給するとき、負荷電流をIL、電圧をVL (IL、VL ともに実効値)

とした場合に、それぞれの絶対値をとって乗じたもの（|IL| |VL|）を皮相電力と呼び、[VA]

で表示します。

こうして電源から供給される電力のうち、

　　　　 
1

0T
dti vL L

T

 　　　　（ i vL L  は、瞬時値 ）

を有効電力と呼び、[W]で表示します。

この二つの値の比（[W]／[VA]）が力率です。

つまり、皮相電力とは交流電源が供給しようとする電力、有効電力とは負荷で何らかのエ

ネルギーとして利用される電力であり、力率とは負荷における供給電力の利用率と考えら

れます。

P-STATION/EPO では、検出した電圧、電流の瞬時値に対して上述と同様な演算を行うこと

により、これらの値を求めています。
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■実効値とピーク値

たとえば電圧の大きさを表現するとき、交流の場合はいくつかの表現のしかたがあり

ます。

一般的なのは、実効値です。実効値は、同じ仕事をする直流の電圧値で表現する方法

です。ふつう「交流 100V」といえば、実効値が100V の交流を指します。実効値である

ことをはっきり示すときは、100Vrms と書きます。

ピーク値は、波形の中で最も電圧が大きくなる瞬間の電圧で表現する方法です。単位はVpk

です。

交流の電流についても同様に、実効値Armsやピーク値Apkで表現します。





保　　証

本製品は、株式会社エヌエフ回路設計ブロックが十分な試験、検査を行って出荷しております。

万一製造上の不備による故障または輸送中の事故などによる故障がありましたら、当社または販

売店までご連絡ください。

当社または販売店からご購入された製品で、正常な使用状態において発生した部品および製造上

の不備による故障など、当社の責任に基づく不具合については納入後１年間の保証をいたします。

この保証は、保証期間内に当社または販売店にご連絡いただいた場合に、無償修理をお約束する

ものです。

なお、この保証は日本国内においてのみ有効です。日本国外で使用する場合には当社または販売

店にご相談ください。

下記の事項に該当する場合は、保証期間内でも有償となります。

・取扱説明書に記載されている使用方法、および注意事項に反する取扱いや保管により生

じた故障の場合

・お客様による輸送や移動時の落下、衝撃などにより生じた故障、損傷の場合

・お客様により製品に改造が加えられている場合

・外部からの異常電圧および本製品に接続されている外部機器の影響による故障の場合

・火災、地震、水害、落雷、暴動、戦争行為およびその他天災地変などの不可抗力的事故

による故障、損害

・磁気テープなど消耗品の補充

修理にあたって

万一不具合があり、故障と判断された場合、あるいはご不明の点がありましたら、お求めになり

ました販売店にご連絡ください。

ご連絡の際は、型式名（または製品名）、製造番号（Serial Number）とできるだけ詳しい症状

やご使用の状態をお知らせください。

修理期間はできるだけ短くするよう努力しておりますが、ご購入後５年以上経過している製品の

場合は、補修パーツの品切れなどにより日時を要する場合があります。

また、補修パーツが製造中止の場合、著しい損傷がある場合、改造された場合などは修理をお断

りする場合がありますのであらかじめご了承ください。














